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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（UE）が、第1の媒体アクセス制御（MAC）制御要素（CE）を受信するステッ
プと、
　前記UEが、マスタ基地局から送信された前記第1のMAC　CEを決定するステップと、
　前記マスタ基地局およびセカンダリ基地局のサービスセルのセルインデックスが前記マ
スタ基地局によって構成される場合に、前記マスタ基地局の第1のサービスセルに対応す
る、前記第1のMAC　CEのビットインデックス内の第1のビットに従って前記マスタ基地局
の前記第1のサービスセルをアクティブ化し、または非アクティブ化し、前記セカンダリ
基地局の第2のサービスセルに対応する、前記第1のMAC　CEの前記ビットインデックス内
の第2のビットを無視するステップと
　を含み、
　前記第1のMAC　CEの送信元である前記マスタ基地局のサービングセルの第1のセルイン
デックスに従って、前記UEは、前記マスタ基地局が前記第1のMAC　CEを送信すると決定す
る、セル状況変更方法。
【請求項２】
　UEが第2のMAC　CEを受信するステップと、
　前記UEが、前記セカンダリ基地局から送信された前記第2のMAC　CEを決定するステップ
と、
　前記セカンダリ基地局の前記第2のサービスセルに対応する、前記第2のMAC　CEのビッ
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トインデックス内の第2のビットに従って前記セカンダリ基地局の前記第2のサービスセル
をアクティブ化し、または非アクティブ化し、前記マスタ基地局の前記第1のサービスセ
ルに対応する、前記第2のMAC　CEの前記ビットインデックス内の第1のビットを無視する
ステップと
　をさらに含む、請求項1に記載のセル状況変更方法。
【請求項３】
　前記第2のMAC　CEの送信元である前記セカンダリ基地局のサービングセルの第2のセル
インデックスに従って、前記UEは、前記セカンダリ基地局が前記第2のMAC　CEを送信する
と決定する、請求項1または2に記載のセル状況変更方法。
【請求項４】
　前記UEは、前記マスタ基地局の前記第1のサービスセルに対応する、前記第1のMAC　CE
の前記ビットインデックス内の前記第1のビットの値を取得し、前記第1のMAC　CEの前記
ビットインデックス内の前記第1のビットの前記値によって指示されるアクティブ化状況
または非アクティブ化状況に従って、前記マスタ基地局の前記第1のサービスセルをアク
ティブ化し、または非アクティブ化する、請求項1から3のいずれか一項に記載のセル状況
変更方法。
【請求項５】
　前記UEは、前記セカンダリ基地局の前記第2のサービスセルに対応する、前記第2のMAC
　CEの前記ビットインデックス内の前記第2のビットの値を取得し、
　前記第2のMAC　CEの前記ビットインデックス内の前記第2のビットの前記値によって指
示されるアクティブ化状況または非アクティブ化状況に従って、前記セカンダリ基地局の
前記第2のサービスセルをアクティブ化し、または非アクティブ化する、請求項1から4の
いずれか一項に記載のセル状況変更方法。
【請求項６】
　マスタ基地局が、第1の媒体アクセス制御（MAC）制御要素（CE）を生成するステップと
、
　前記マスタ基地局が、前記マスタ基地局およびセカンダリ基地局のサービスセルのセル
インデックスを構成するステップと、
　ユーザ機器（UE）が、前記第1のMAC　CEは前記マスタ基地局から送信され、前記マスタ
基地局の第1のサービスセルに対応する、前記第1のMAC　CEのビットインデックス内の第1
のビットに従って、前記マスタ基地局の前記第1のサービスセルをアクティブ化し、また
は非アクティブ化し、前記セカンダリ基地局の第2のサービスセルに対応する、前記第1の
MAC　CEの前記ビットインデックス内の第2のビットを無視すると決定するように、前記マ
スタ基地局が前記UEへ前記第1のMAC　CEを伝送するステップと
　を含み、
　前記第1のMAC　CEの送信元である前記マスタ基地局のサービングセルの第1のセルイン
デックスに従って、前記UEは、前記マスタ基地局が前記第1のMAC　CEを送信すると決定す
る、セル状況変更方法。
【請求項７】
　前記第1のビットは、前記第1のビットの値が1であるときにアクティブ化状況を指示し
、前記第1のビットの値が0であるときに非アクティブ化状況を指示する、請求項6に記載
のセル状況変更方法。
【請求項８】
　第1の媒体アクセス制御（MAC）制御要素（CE）を受信する、受信部と、
　実行部であって、
　マスタ基地局から送信された前記第1のMAC　CEを決定する処理と、
　前記マスタ基地局およびセカンダリ基地局のサービスセルのセルインデックスが前記マ
スタ基地局によって構成される場合に、前記マスタ基地局の第1のサービスセルに対応す
る、前記第1のMAC　CEのビットインデックス内の第1のビットに従って前記マスタ基地局
の前記第1のサービスセルをアクティブ化し、または非アクティブ化し、前記セカンダリ
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基地局の第2のサービスセルに対応する、前記第1のMAC　CEの前記ビットインデックス内
の第2のビットを無視する処理と、
　を実行する実行部と
　を含み、
　前記第1のMAC　CEの送信元である前記マスタ基地局のサービングセルの第1のセルイン
デックスに従って、前記実行部はさらに、前記マスタ基地局が前記第1のMAC　CEを送信す
ると決定する、ユーザ機器（UE）。
【請求項９】
　前記受信部はさらに、第2のMAC　CEを受信し、
　前記実行部はさらに、
　前記セカンダリ基地局から送信された前記第2のMAC　CEを決定する処理と、
　前記セカンダリ基地局の前記第2のサービスセルに対応する、前記第2のMAC　CEのビッ
トインデックス内の第2のビットに従って前記セカンダリ基地局の前記第2のサービスセル
をアクティブ化し、または非アクティブ化し、前記マスタ基地局の前記第1のサービスセ
ルに対応する、前記第2のMAC　CEの前記ビットインデックス内の第1のビットを無視する
処理と、を実行する
　請求項8に記載のUE。
【請求項１０】
　前記第2のMAC　CEの送信元である前記セカンダリ基地局のサービングセルの第2のセル
インデックスに従って、前記実行部はさらに、前記セカンダリ基地局が前記第2のMAC　CE
を送信すると決定する、請求項8または9に記載のUE。
【請求項１１】
　前記実行部はさらに、
　前記マスタ基地局の前記第1のサービスセルに対応する、前記第1のMAC　CEの前記ビッ
トインデックス内の前記第1のビットの値を取得し、
　前記第1のMAC　CEの前記ビットインデックス内の前記第1のビットの前記値によって指
示されるアクティブ化状況または非アクティブ化状況に従って、前記マスタ基地局の前記
第1のサービスセルをアクティブ化し、または非アクティブ化する、
　請求項8から10のいずれか一項に記載のUE。
【請求項１２】
　前記実行部はさらに、
　前記セカンダリ基地局の前記第2のサービスセルに対応する、前記第2のMAC　CEの前記
ビットインデックス内の前記第2のビットの値を取得し、
　前記第2のMAC　CEの前記ビットインデックス内の前記第2のビットの前記値によって指
示されるアクティブ化状況または非アクティブ化状況に従って、前記セカンダリ基地局の
前記第2のサービスセルをアクティブ化し、または非アクティブ化する、
　請求項8から11のいずれか一項に記載のUE。
【請求項１３】
　プロセッサであって、
　第1の媒体アクセス制御（MAC）制御要素（CE）を生成し、
　マスタ基地局およびセカンダリ基地局のサービスセルのセルインデックスを構成する、
　プロセッサと、
　ユーザ機器（UE）が、前記第1のMAC　CEが前記マスタ基地局から送信され、前記マスタ
基地局の第1のサービスセルに対応する、前記第1のMAC　CEのビットインデックス内の第1
のビットに従って、前記マスタ基地局の前記第1のサービスセルをアクティブ化し、また
は非アクティブ化し、前記セカンダリ基地局の第2のサービスセルに対応する、前記第1の
MAC　CEの前記ビットインデックス内の第2のビットを無視すると決定するように、前記UE
へ前記第1のMAC　CEを伝送する、送受信機と
　を含み、
　前記第1のMAC　CEの送信元である前記マスタ基地局のサービングセルの第1のセルイン
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デックスに従って、前記UEは、前記マスタ基地局が前記第1のMAC　CEを送信すると決定す
る、基地局。
【請求項１４】
　前記第1のビットは、前記第1のビットの値が1であるときにアクティブ化状況を指示し
、前記第1のビットの値が0であるときに非アクティブ化状況を指示する、請求項13に記載
の基地局。
【請求項１５】
　コンピュータユニットによって実行されると、前記コンピュータユニットに、請求項1
から5のいずれか一項に記載のステップを行わせることになるコンピュータ・プログラム
・コードを含むコンピュータプログラム。
【請求項１６】
　コンピュータユニットによって実行されると、前記コンピュータユニットに、請求項6
または7に記載の処理を行わせることになるコンピュータ・プログラム・コードを含むコ
ンピュータプログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は通信技術の分野に関し、詳細には、セル状況変更方法、ユーザ機器（User Equ
ipment、UE）、および基地局に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通信システムのスペクトル効率およびユーザスループットを向上させるために、セルア
グリゲーション技術とも呼ばれるキャリアアグリゲーション（Carrier Aggregation、CA
）技術が、ロング・ターム・エボルーション・アドバンスト（Advanced Long Term Evolu
tion、LTE-A）システムに導入される。CA技術は、高速データ伝送を実現するように、UE
が複数のセルを用いてアップリンク通信とダウンリンク通信を同時に行うことを可能にす
る。
【０００３】
　先行技術には、基地局内部のCAが含まれる。すなわち、1台のUEについてそのUEによっ
て集約されるサービングセルがすべて同じ基地局に属し、当該基地局は、基地局に属する
サービングセルをアクティブ化し、または非アクティブ化するように、アクティブ化コマ
ンドまたは非アクティブ化コマンドをUEへ送付する。しかし、基地局間のCAでは、1台のU
Eによって集約されるサービングセルが異なる基地局に属する場合もあり、異なる基地局
中の1台の基地局が、一般に、UEのマスタ基地局として働き、別の基地局がUEのセカンダ
リ基地局として働く。キャリアアグリゲーション時に複数の基地局に属するサービングセ
ルのアクティブ化または非アクティブ化をどのように管理すべきかが、本業界において解
決が期待される問題である。
【発明の概要】
【０００４】
　本発明の実施形態は、キャリアアグリゲーション時に複数の基地局に属するサービング
セルのアクティブ化または非アクティブ化を管理するように、セル状況変更方法、UE、お
よび基地局を提供する。
【０００５】
　前述の技術的問題を解決するために、本発明の実施形態においては以下の技術的解決策
が開示される。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第1の態様によれば、セル状況変更方法が提供され、本方法は、
　ユーザ機器がマスタ基地局によって送信された第1の指示を受信するステップであって
、第1の指示は、マスタ基地局の第1のセルの状況変更を指示し、またはセカンダリ基地局
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の第2のセルの状況変更を指示するのに使用され、マスタ基地局とセカンダリ基地局はど
ちらもユーザ機器にサービスし、キャリアアグリゲーションを行う、受信するステップと
、
　ユーザ機器が、第1の指示に従って第1のセルもしくは第2のセルのアクティブ化を行い
、または第1の指示に従って第1のセルもしくは第2のセルの非アクティブ化を行うステッ
プと
　を含む。
【０００７】
　第1の態様に関連して、第1の態様の第1の可能な実施態様において、第1の指示が、マス
タ基地局の第1のセルの状況変更を指示するのに使用される場合に、ユーザ機器は第1の指
示に従って第1のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行い、本方法は、
　ユーザ機器がセカンダリ基地局によって送信された第2の指示を受信するステップであ
って、第2の指示はセカンダリ基地局の第2のセルの状況変更を指示するのに使用される、
受信するステップと、
　ユーザ機器が第2の指示に従って第2のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行う
ステップと
　をさらに含む。
【０００８】
　第1の態様の第1の可能な実施態様に関連して、第1の態様の第2の可能な実施態様におい
て、ユーザ機器が第1の指示に従って第1のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行
うステップは具体的には、
　第1の指示が第1の媒体アクセス制御制御要素（MAC　CE）である場合に、ユーザ機器が
、第1のMAC　CE内の第1のセルの状況識別子に従って、第1のセルのアクティブ化または非
アクティブ化を行うことを決定するステップ
　を含み、ユーザ機器が第2の指示に従って第2のセルのアクティブ化または非アクティブ
化を行うステップは具体的には、
　第2の指示が第2のMAC　CEである場合に、ユーザ機器が、第2のMAC　CE内の第2のセルの
状況識別子に従って、第2のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定
するステップ
　を含む。
【０００９】
　第1の態様の第2の可能な実施態様に関連して、第1の態様の第3の可能な実施態様におい
て、ユーザ機器が、第1のMAC　CE内の第1のセルの状況識別子に従って、第1のセルのアク
ティブ化または非アクティブ化を行うことを決定するステップは具体的には、
　ユーザ機器が、ビットマップ内のものであり、第1のMAC　CE内の第1のセルのセルイン
デックスに対応するビットに従って、第1のセルのアクティブ化または非アクティブ化を
行うことを決定するステップ
　を含み、ユーザ機器が、第2のMAC　CE内の第2のセルの状況識別子に従って、第2のセル
のアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定するステップは具体的には、
　ユーザ機器が、ビットマップ内のものであり、第2のMAC　CE内の第2のセルのセルイン
デックスに対応するビットに従って、第2のセルのアクティブ化または非アクティブ化を
行うことを決定するステップ
　を含む。
【００１０】
　第1の態様の第3の可能な実施態様に関連して、第1の態様の第4の可能な実施態様におい
て、第1のセルのセルインデックスおよび第2のセルのセルインデックスが、マスタ基地局
およびセカンダリ基地局によってそれぞれ付番され、または第1のセルのセルインデック
スが第2のセルのセルインデックスと同じである場合に、本方法は、
　ユーザ機器が、受信された第1の指示に従って、第1のセルがマスタ基地局に対応するこ
とを識別し、第1のセルのセルインデックスに対応するビットが有効であると決定するス
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テップと、
　ユーザ機器が、受信された第2の指示に従って、第2のセルがセカンダリ基地局に対応す
ることを識別し、第2のセルのセルインデックスに対応するビットが有効であると決定す
るステップと
　をさらに含む。
【００１１】
　第1の態様に関連して、第1の態様の第5の可能な実施態様において、第1の指示がマスタ
基地局の第1のセルの状況変更を指示するのに使用される場合に、第1の指示は、セカンダ
リ基地局の第2のセルの状況変更を指示するのにさらに使用され、本方法は、
　ユーザ機器が、第1の指示に従って第1のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行
い、第1の指示に従って第2のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うステップ
　をさらに含む。
【００１２】
　第1の態様の第5の可能な実施態様に関連して、第1の態様の第6の可能な実施態様におい
て、ユーザ機器が、第1の指示に従って第1のセルのアクティブ化または非アクティブ化を
行い、第1の指示に従って第2のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うステップ
は具体的には、
　第1の指示が媒体アクセス制御制御要素（MAC　CE）である場合に、ユーザ機器が、MAC
　CE内の第1のセルの状況識別子に従って、第1のセルのアクティブ化または非アクティブ
化を行うことを決定し、MAC　CE内の第2のセルの状況識別子に従って、第2のセルのアク
ティブ化または非アクティブ化を行うことを決定するステップ
　を含む。
【００１３】
　第1の態様の第6の可能な実施態様に関連して、第1の態様の第7の可能な実施態様におい
て、第1のセルのセルインデックスと第2のセルのセルインデックスの両方がマスタ基地局
もしくはセカンダリ基地局によって付番され、または第1のセルのセルインデックスが第2
のセルのセルインデックスと異なる場合に、
　ユーザ機器が、MAC　CE内の第1のセルの状況識別子に従って、第1のセルのアクティブ
化または非アクティブ化を行うことを決定するステップは具体的には、
　ユーザ機器が、ビットマップ内のものであり、MAC　CE内の第1のセルのセルインデック
スに対応するビットに従って、第1のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うこ
とを決定するステップ
　を含み、ユーザ機器が、MAC　CE内の第2のセルの状況識別子に従って、第2のセルのア
クティブ化または非アクティブ化を行うことを決定するステップは具体的には、
　ユーザ機器が、ビットマップ内のものであり、MAC　CE内の第2のセルのセルインデック
スに対応するビットに従って、第2のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うこ
とを決定するステップ
　を含む。
【００１４】
　第1の態様の第6の可能な実施態様に関連して、第1の態様の第8の可能な実施態様におい
て、第1のセルのセルインデックスと第2のセルのセルインデックスの両方がマスタ基地局
もしくはセカンダリ基地局によって付番され、または第1のセルのセルインデックスが第2
のセルのセルインデックスと異なる場合に、
　ユーザ機器が、MAC　CE内の第1のセルの状況識別子に従って、第1のセルのアクティブ
化または非アクティブ化を行うことを決定するステップは具体的には、
　ユーザ機器が、ビットマップ内のものであり、MAC　CE内の第1のセルのセルインデック
スに対応するビットに従って、第1のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うこ
とを決定するステップ
　を含み、ユーザ機器が、MAC　CE内の第2のセルの状況識別子に従って、第2のセルのア
クティブ化または非アクティブ化を行うことを決定するステップは具体的には、



(7) JP 6162332 B2 2017.7.12

10

20

30

40

50

　ユーザ機器が、ビットマップ内のものであり、MAC　CE内の第2のセルのセルインデック
スに対応するビットに従って、第2のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うこ
とを決定するステップ
　を含む。
【００１５】
　第2の態様によれば、セル状況変更方法が提供され、本方法は、
　ユーザ機器のマスタ基地局が第1の指示を生成するステップであって、第1の指示は、マ
スタ基地局の第1のセルの状況変更を指示し、またはセカンダリ基地局の第2のセルの状況
変更を指示するのに使用され、マスタ基地局とセカンダリ基地局はどちらもユーザ機器に
サービスし、キャリアアグリゲーションを行う、生成するステップと、
　ユーザ機器が、第1の指示に従って第1のセルもしくは第2のセルのアクティブ化を行い
、または第1の指示に従って第1のセルもしくは第2のセルの非アクティブ化を行うように
、マスタ基地局が第1の指示をユーザ機器へ送信するステップと
　を含む。
【００１６】
　第2の態様に関連して、第2の態様の第1の可能な実施態様において、第1の指示は第1の
媒体アクセス制御制御要素であり、そのため、ユーザ機器は第1のMAC　CE内の第1のセル
の状況識別子に従って、第1のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決
定し、ユーザ機器は、第2の指示として働き、セカンダリ基地局によって送信される第2の
MAC　CEをさらに受信し、そのため、ユーザ機器は、第2のMAC　CE内の第2のセルの状況識
別子に従って、第2のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定する。
【００１７】
　第2の態様の第1の可能な実施態様に関連して、第2の態様の第2の可能な実施態様におい
て、本方法は、
　マスタ基地局がマスタ基地局の第1のセルのセルインデックスに付番するステップであ
って、第1のセルのセルインデックスは、第2のセルのためにセカンダリ基地局によって付
番されるセルインデックスと同じであり、または異なり、そのため、ユーザ機器は、受信
された第1の指示に従って第1のセルがマスタ基地局に対応することを識別し、第1のセル
のセルインデックスに対応するビットが有効であると決定し、受信された第2の指示に従
って第2のセルがセカンダリ基地局に対応することを識別し、第2のセルのセルインデック
スに対応するビットが有効であると決定する、付番するステップ
　をさらに含む。
【００１８】
　第2の態様に関連して、第2の態様の第3の可能な実施態様において、第1の指示は、セカ
ンダリ基地局の第2のセルの状況変更を指示するのにさらに使用され、そのため、ユーザ
機器は第1の指示に従って第2のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行う。
【００１９】
　第2の態様の第3の可能な実施態様に関連して、第2の態様の第4の可能な実施態様におい
て、第1の指示は第1の媒体アクセス制御制御要素（MAC　CE）であり、そのため、ユーザ
機器は、MAC　CE内の第1のセルの状況識別子に従って、第1のセルのアクティブ化または
非アクティブ化を行うことを決定し、MAC　CE内の第2のセルの状況識別子に従って、第2
のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定する。
【００２０】
　第2の態様の第4の可能な実施態様に関連して、第2の態様の第5の可能な実施態様におい
て、本方法は、
　ユーザ機器が、ビットマップ内のものであり、MAC　CE内の第1のセルのセルインデック
スに対応するビットに従って、第1のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うこ
とを決定し、ビットマップ内のものであり、MAC　CE内の第2のセルのセルインデックスに
対応するビットに従って、第2のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを
決定するように、マスタ基地局が第1のセルのセルインデックスと第2のセルのセルインデ
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ックスの両方に付番するステップ
　をさらに含む。
【００２１】
　第2の態様の第4の可能な実施態様に関連して、第2の態様の第6の可能な実施態様におい
て、MAC　CEは、第1のセルのセルインデックス、第2のセルのセルインデックス、第1の基
地局の基地局識別情報、および第2の基地局の基地局識別情報をさらに含み、そのため、
ユーザ機器は、MAC　CE内のものである第1のセルのセルインデックス、第1の基地局の基
地局識別情報、および第1のセルの状況識別子に従って、第1のセルのアクティブ化または
非アクティブ化を行うことを決定し、MAC　CE内のものである第2のセルのセルインデック
ス、第2の基地局の基地局識別情報、および第2のセルの状況識別子に従って、第2のセル
のアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定する。
【００２２】
　第3の態様によれば、ユーザ機器が提供され、本ユーザ機器は、
　マスタ基地局によって送信される第1の指示を受信する受信部であって、第1の指示は、
マスタ基地局の第1のセルの状況変更を指示し、またはセカンダリ基地局の第2のセルの状
況変更を指示するのに使用され、マスタ基地局とセカンダリ基地局はどちらもユーザ機器
にサービスし、キャリアアグリゲーションを行う、受信部と、
　受信部によって受信される第1の指示に従って第1のセルもしくは第2のセルのアクティ
ブ化を行い、または受信部によって受信される第1の指示に従って第1のセルもしくは第2
のセルの非アクティブ化を行う、実行部と
　を含む。
【００２３】
　第3の態様に関連して、第1の態様の第3の可能な実施態様において、受信部はさらに、
受信される第1の指示がマスタ基地局の第1のセルの状況変更を指示するのに使用される場
合に、セカンダリ基地局によって送信される第2の指示を受信し、第2の指示は、セカンダ
リ基地局の第2のセルの状況変更を指示するのに使用され、
　実行部はさらに、受信部によって受信される第1の指示に従って第1のセルのアクティブ
化または非アクティブ化を行うときに、受信部によって受信される第2の指示に従って第2
のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行う。
【００２４】
　第3の態様の第1の可能な実施態様に関連して、第3の態様の第2の可能な実施態様におい
て、実行部は具体的には、第1の指示が第1の媒体アクセス制御制御要素（MAC　CE）であ
る場合に、第1のMAC　CE内の第1のセルの状況識別子に従って、第1のセルのアクティブ化
または非アクティブ化を行うことを決定し、第2の指示が第2のMAC　CEである場合に、第2
のMAC　CE内の第2のセルの状況識別子に従って、第2のセルのアクティブ化または非アク
ティブ化を行うことを決定する。
【００２５】
　第3の態様の第2の可能な実施態様に関連して、第3の態様の第3の可能な実施態様におい
て、実行部は具体的には、ビットマップ内のものであり、第1のMAC　CE内の第1のセルの
セルインデックスに対応するビットに従って、第1のセルのアクティブ化または非アクテ
ィブ化を行うことを決定し、ビットマップ内のものであり、第2のMAC　CE内の第2のセル
のセルインデックスに対応するビットに従って、第2のセルのアクティブ化または非アク
ティブ化を行うことを決定する。
【００２６】
　第3の態様の第3の可能な実施態様に関連して、第3の態様の第4の可能な実施態様におい
て、本ユーザ機器は、
　第1のセルのセルインデックスおよび第2のセルのセルインデックスが、マスタ基地局お
よびセカンダリ基地局によってそれぞれ付番され、または第1のセルのセルインデックス
が第2のセルのセルインデックスと同じである場合に、受信部によって受信される第1の指
示に従って、第1のセルがマスタ基地局に対応することを識別し、第1のセルのセルインデ
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ックスに対応するビットが有効であると決定し、受信部によって受信される第2の指示に
従って、第2のセルがセカンダリ基地局に対応することを識別し、第2のセルのセルインデ
ックスに対応するビットが有効であると決定する、識別部
　をさらに含む。
【００２７】
　第3の態様に関連して、第3の態様の第5の可能な実施態様において、受信部によって受
信される第1の指示がマスタ基地局の第1のセルの状況変更を指示する場合に、第1の指示
は、セカンダリ基地局の第2のセルの状況変更を指示するのにさらに使用され、
　実行部はさらに、受信部によって受信される第1の指示に従って第1のセルのアクティブ
化または非アクティブ化を行い、第1の指示に従って第2のセルのアクティブ化または非ア
クティブ化を行う。
【００２８】
　第3の態様の第5の可能な実施態様に関連して、第3の態様の第6の可能な実施態様におい
て、実行部は具体的には、第1の指示が媒体アクセス制御制御要素（MAC　CE）である場合
に、MAC　CE内の第1のセルの状況識別子に従って、第1のセルのアクティブ化または非ア
クティブ化を行うことを決定し、MAC　CE内の第2のセルの状況識別子に従って、第2のセ
ルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定する。
【００２９】
　第3の態様の第6の可能な実施態様に関連して、第3の態様の第7の可能な実施態様におい
て、実行部は具体的には、第1のセルのセルインデックスと第2のセルのセルインデックス
の両方がマスタ基地局もしくはセカンダリ基地局によって付番され、または第1のセルの
セルインデックスが第2のセルのセルインデックスと異なる場合に、ビットマップ内のも
のであり、MAC　CE内の第1のセルのセルインデックスに対応するビットに従って、第1の
セルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定し、ビットマップ内のもので
あり、MAC　CE内の第2のセルのセルインデックスに対応するビットに従って、第2のセル
のアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定する。
【００３０】
　第3の態様の第6の可能な実施態様に関連して、第3の態様の第8の可能な実施態様におい
て、受信部によって受信されるMAC　CEは、第1のセルのセルインデックス、第2のセルの
セルインデックス、第1の基地局の基地局識別情報、および第2の基地局の基地局識別情報
をさらに含み、
　実行部は具体的には、MAC　CE内のものである第1のセルのセルインデックス、第1の基
地局の基地局識別情報、および第1のセルの状況識別子に従って、第1のセルのアクティブ
化または非アクティブ化を行うことを決定し、MAC　CE内のものである第2のセルのセルイ
ンデックス、第2の基地局の基地局識別情報、および第2のセルの状況識別子に従って、第
2のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定する。
【００３１】
　第4の態様によれば、基地局が提供され、本基地局は、ユーザ機器のマスタ基地局とし
て働き、
　第1の指示を生成する生成部であって、第1の指示は、マスタ基地局の第1のセルの状況
変更を指示し、またはセカンダリ基地局の第2のセルの状況変更を指示するのに使用され
、マスタ基地局とセカンダリ基地局はどちらもユーザ機器にサービスし、キャリアアグリ
ゲーションを行う、生成部と、
　ユーザ機器が、第1の指示に従って第1のセルもしくは第2のセルのアクティブ化を行い
、または第1の指示に従って第1のセルもしくは第2のセルの非アクティブ化を行うように
、生成部によって生成される第1の指示をユーザ機器へ送信する、送信部と
　を含む。
【００３２】
　第4の態様に関連して、第4の態様の第1の可能な実施態様において、生成部によって生
成される第1の指示は第1の媒体アクセス制御制御要素（MAC　CE）であり、そのため、ユ
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ーザ機器は第1のMAC　CE内の第1のセルの状況識別子に従って、第1のセルのアクティブ化
または非アクティブ化を行うことを決定し、ユーザ機器は、第2の指示として働き、セカ
ンダリ基地局によって送信される第2のMAC　CEをさらに受信し、そのため、ユーザ機器は
、第2のMAC　CE内の第2のセルの状況識別子に従って、第2のセルのアクティブ化または非
アクティブ化を行うことを決定する。
【００３３】
　第4の態様の第1の可能な実施態様に関連して、第4の態様の第2の可能な実施態様におい
て、本基地局は、
　マスタ基地局の第1のセルのセルインデックスに付番する第1の付番部であって、第1の
セルのセルインデックスは、第2のセルのためにセカンダリ基地局によって付番されるセ
ルインデックスと同じであり、または異なり、そのため、ユーザ機器は、受信される第1
の指示に従って第1のセルがマスタ基地局に対応することを識別し、第1のセルのセルイン
デックスに対応するビットが有効であると決定し、受信される第2の指示に従って第2のセ
ルがセカンダリ基地局に対応することを識別し、第2のセルのセルインデックスに対応す
るビットが有効であると決定する、第1の付番部
　をさらに含む。
【００３４】
　第4の態様に関連して、第4の態様の第3の可能な実施態様において、生成部によって生
成される第1の指示は、セカンダリ基地局の第2のセルの状況変更を指示するのにさらに使
用され、そのため、ユーザ機器は第1の指示に従って第2のセルのアクティブ化または非ア
クティブ化を行う。
【００３５】
　第4の態様の第3の可能な実施態様に関連して、第4の態様の第4の可能な実施態様におい
て、生成部によって生成される第1の指示は第1の媒体アクセス制御制御要素（MAC　CE）
であり、そのため、ユーザ機器は、MAC　CE内の第1のセルの状況識別子に従って、第1の
セルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定し、MAC　CE内の第2のセルの
状況識別子に従って、第2のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定
する。
【００３６】
　第4の態様の第4の可能な実施態様に関連して、第4の態様の第5の可能な実施態様におい
て、本基地局は、
　ユーザ機器が、ビットマップ内のものであり、MAC　CE内の第1のセルのセルインデック
スに対応するビットに従って、第1のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うこ
とを決定し、ビットマップ内のものであり、MAC　CE内の第2のセルのセルインデックスに
対応するビットに従って、第2のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを
決定するように、第1のセルのセルインデックスと第2のセルのセルインデックスの両方に
付番する、第2の付番部
　をさらに含む。
【００３７】
　第4の態様の第4の可能な実施態様に関連して、第4の態様の第6の可能な実施態様におい
て、生成部によって生成されるMAC　CEは、第1のセルのセルインデックス、第2のセルの
セルインデックス、第1の基地局の基地局識別情報、および第2の基地局の基地局識別情報
をさらに含み、そのため、ユーザ機器は、MAC　CE内のものである第1のセルのセルインデ
ックス、第1の基地局の基地局識別情報、および第1のセルの状況識別子に従って、第1の
セルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定し、MAC　CE内のものである
第2のセルのセルインデックス、第2の基地局の基地局識別情報、および第2のセルの状況
識別子に従って、第2のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定する
。
【００３８】
　第5の態様によれば、ユーザ機器が提供され、本ユーザ機器は、無線送受信機とプロセ
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ッサとを含み、
　無線送受信機は、マスタ基地局によって送信される第1の指示を受信し、第1の指示は、
マスタ基地局の第1のセルの状況変更を指示し、またはセカンダリ基地局の第2のセルの状
況変更を指示するのに使用され、マスタ基地局とセカンダリ基地局はどちらもユーザ機器
にサービスし、キャリアアグリゲーションを行い、
　プロセッサは、第1の指示に従って第1のセルもしくは第2のセルのアクティブ化を行い
、または第1の指示に従って第1のセルもしくは第2のセルの非アクティブ化を行う。
【００３９】
　第5の態様に関連して、第5の態様の第3の可能な実施態様において、無線送受信機はさ
らに、受信される第1の指示がマスタ基地局の第1のセルの状況変更を指示するのに使用さ
れる場合に、セカンダリ基地局によって送信される第2の指示を受信し、第2の指示は、セ
カンダリ基地局の第2のセルの状況変更を指示するのに使用され、
　プロセッサはさらに、第1の指示に従って第1のセルのアクティブ化または非アクティブ
化を行うときに、第2の指示に従って第2のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行
う。
【００４０】
　第5の態様の第1の可能な実施態様に関連して、第5の態様の第2の可能な実施態様におい
て、プロセッサは具体的には、第1の指示が第1の媒体アクセス制御制御要素（MAC　CE）
である場合に、第1のMAC　CE内の第1のセルの状況識別子に従って、第1のセルのアクティ
ブ化または非アクティブ化を行うことを決定し、第2の指示が第2のMAC　CEである場合に
、第2のMAC　CE内の第2のセルの状況識別子に従って、第2のセルのアクティブ化または非
アクティブ化を行うことを決定する。
【００４１】
　第5の態様の第2の可能な実施態様に関連して、第5の態様の第3の可能な実施態様におい
て、プロセッサは具体的には、ビットマップ内のものであり、第1のMAC　CE内の第1のセ
ルのセルインデックスに対応するビットに従って、第1のセルのアクティブ化または非ア
クティブ化を行うことを決定し、ビットマップ内のものであり、第2のMAC　CE内の第2の
セルのセルインデックスに対応するビットに従って、第2のセルのアクティブ化または非
アクティブ化を行うことを決定する。
【００４２】
　第5の態様の第3の可能な実施態様に関連して、第5の態様の第4の可能な実施態様におい
て、プロセッサはさらに、第1のセルのセルインデックスおよび第2のセルのセルインデッ
クスが、マスタ基地局およびセカンダリ基地局によってそれぞれ付番され、または第1の
セルのセルインデックスが第2のセルのセルインデックスと同じである場合に、第1の指示
に従って、第1のセルがマスタ基地局に対応することを識別し、第1のセルのセルインデッ
クスに対応するビットが有効であると決定し、第2の指示に従って、第2のセルがセカンダ
リ基地局に対応することを識別し、第2のセルのセルインデックスに対応するビットが有
効であると決定する。
【００４３】
　第5の態様に関連して、第5の態様の第5の可能な実施態様において、プロセッサはさら
に、第1のセルのセルインデックスおよび第2のセルのセルインデックスが、マスタ基地局
およびセカンダリ基地局によってそれぞれ付番され、または第1のセルのセルインデック
スが第2のセルのセルインデックスと同じである場合に、第1の指示に従って、第1のセル
がマスタ基地局に対応することを識別し、第1のセルのセルインデックスに対応するビッ
トが有効であると決定し、第2の指示に従って、第2のセルがセカンダリ基地局に対応する
ことを識別し、第2のセルのセルインデックスに対応するビットが有効であると決定する
。
【００４４】
　第5の態様の第5の可能な実施態様に関連して、第5の態様の第6の可能な実施態様におい
て、プロセッサは具体的には、第1の指示が媒体アクセス制御制御要素（MAC　CE）である
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場合に、MAC　CE内の第1のセルの状況識別子に従って、第1のセルのアクティブ化または
非アクティブ化を行うことを決定し、MAC　CE内の第2のセルの状況識別子に従って、第2
のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定する。
【００４５】
　第5の態様の第6の可能な実施態様に関連して、第5の態様の第7の可能な実施態様におい
て、プロセッサは具体的には、第1のセルのセルインデックスと第2のセルのセルインデッ
クスの両方がマスタ基地局もしくはセカンダリ基地局によって付番され、または第1のセ
ルのセルインデックスが第2のセルのセルインデックスと異なる場合に、ビットマップ内
のものであり、MAC　CE内の第1のセルのセルインデックスに対応するビットに従って、第
1のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定し、ビットマップ内のも
のであり、MAC　CE内の第2のセルのセルインデックスに対応するビットに従って、第2の
セルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定する。
【００４６】
　第5の態様の第6の可能な実施態様に関連して、第5の態様の第8の可能な実施態様におい
て、無線送受信機によって受信されるMAC　CEは、第1のセルのセルインデックス、第2の
セルのセルインデックス、第1の基地局の基地局識別情報、および第2の基地局の基地局識
別情報をさらに含み、
　プロセッサは具体的には、MAC　CE内のものである第1のセルのセルインデックス、第1
の基地局の基地局識別情報、および第1のセルの状況識別子に従って、第1のセルのアクテ
ィブ化または非アクティブ化を行うことを決定し、MAC　CE内のものである第2のセルのセ
ルインデックス、第2の基地局の基地局識別情報、および第2のセルの状況識別子に従って
、第2のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定する。
【００４７】
　第6の態様によれば、基地局が提供され、本基地局は、ユーザ機器のマスタ基地局とし
て働き、送受信機とプロセッサとを含み、
　プロセッサは第1の指示を生成し、第1の指示は、マスタ基地局の第1のセルの状況変更
を指示し、またはセカンダリ基地局の第2のセルの状況変更を指示するのに使用され、マ
スタ基地局とセカンダリ基地局はどちらもユーザ機器にサービスし、キャリアアグリゲー
ションを行い、
　送受信機は、ユーザ機器が、第1の指示に従って第1のセルもしくは第2のセルのアクテ
ィブ化を行い、または第1の指示に従って第1のセルもしくは第2のセルの非アクティブ化
を行うように、第1の指示をユーザ機器へ送信する。
【００４８】
　第6の態様に関連して、第6の態様の第1の可能な実施態様において、プロセッサによっ
て生成される第1の指示は第1の媒体アクセス制御制御要素（MAC　CE）であり、そのため
、ユーザ機器は第1のMAC　CE内の第1のセルの状況識別子に従って、第1のセルのアクティ
ブ化または非アクティブ化を行うことを決定し、ユーザ機器は、第2の指示として働き、
セカンダリ基地局によって送信される第2のMAC　CEをさらに受信し、そのため、ユーザ機
器は、第2のMAC　CE内の第2のセルの状況識別子に従って、第2のセルのアクティブ化また
は非アクティブ化を行うことを決定する。
【００４９】
　第6の態様の第1の可能な実施態様に関連して、第6の態様の第2の可能な実施態様におい
て、プロセッサはさらに、マスタ基地局の第1のセルのセルインデックスに付番し、第1の
セルのセルインデックスは、第2のセルのためにセカンダリ基地局によって付番されるセ
ルインデックスと同じであり、または異なり、そのため、ユーザ機器は、受信される第1
の指示に従って第1のセルがマスタ基地局に対応することを識別し、第1のセルのセルイン
デックスに対応するビットが有効であると決定し、受信される第2の指示に従って第2のセ
ルがセカンダリ基地局に対応することを識別し、第2のセルのセルインデックスに対応す
るビットが有効であると決定する。
【００５０】
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　第6の態様に関連して、第6の態様の第3の可能な実施態様において、プロセッサによっ
て生成される第1の指示は、セカンダリ基地局の第2のセルの状況変更を指示するのにさら
に使用され、そのため、ユーザ機器は第1の指示に従って第2のセルのアクティブ化または
非アクティブ化を行う。
【００５１】
　第6の態様の第3の可能な実施態様に関連して、第6の態様の第4の可能な実施態様におい
て、プロセッサによって生成される第1の指示は第1の媒体アクセス制御制御要素（MAC　C
E）であり、そのため、ユーザ機器は、MAC　CE内の第1のセルの状況識別子に従って、第1
のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定し、MAC　CE内の第2のセル
の状況識別子に従って、第2のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決
定する。
【００５２】
　第6の態様の第4の可能な実施態様に関連して、第6の態様の第5の可能な実施態様におい
て、プロセッサはさらに、第1のセルのセルインデックスと第2のセルのセルインデックス
の両方に付番し、そのため、ユーザ機器は、ビットマップ内のものであり、MAC　CE内の
第1のセルのセルインデックスに対応するビットに従って、第1のセルのアクティブ化また
は非アクティブ化を行うことを決定し、ビットマップ内のものであり、MAC　CE内の第2の
セルのセルインデックスに対応するビットに従って、第2のセルのアクティブ化または非
アクティブ化を行うことを決定する。
【００５３】
　第6の態様の第4の可能な実施態様に関連して、第6の態様の第6可能な実施態様において
、プロセッサによって生成されるMAC　CEは、第1のセルのセルインデックス、第2のセル
のセルインデックス、第1の基地局の基地局識別情報、および第2の基地局の基地局識別情
報をさらに含み、そのため、ユーザ機器は、MAC　CE内のものである第1のセルのセルイン
デックス、第1の基地局の基地局識別情報、および第1のセルの状況識別子に従って、第1
のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定し、MAC　CE内のものであ
る第2のセルのセルインデックス、第2の基地局の基地局識別情報、および第2のセルの状
況識別子に従って、第2のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定す
る。
【００５４】
　本発明の実施形態においては、UEが、マスタ基地局の第1のセルの状況変更を指示し、
またはセカンダリ基地局の第2のセルの状況変更を指示するのに使用される、マスタ基地
局によって送信される第1の指示を受信し、第1の指示に従って第1のセルもしくは第2のセ
ルのアクティブ化を行い、または第1の指示に従って第1のセルもしくは第2のセルの非ア
クティブ化を行う。本発明の実施形態においては、マスタ基地局とセカンダリ基地局はど
ちらもUEにサービスし、キャリアアグリゲーションを行い、UEは、マスタ基地局によって
送信される、受信される第1の指示を用いて、UEにサービスする基地局に属するサービン
グセルのアクティブ状態または非アクティブ状態を獲得することができ、そのため、すべ
てのサービングセル上でアクティブ化または非アクティブ化を行うことができる。これに
より、キャリアアグリゲーション時に複数の基地局に属するサービングセルのアクティブ
化または非アクティブ化の管理が実現される。
【００５５】
　本発明の実施形態における、または先行技術における技術的解決策をより明確に説明す
るために、以下で、各実施形態または先行技術を説明するのに必要とされる添付の図面に
ついて簡単に記述する。明らかに、以下の説明の添付の図面は本発明のいくつかの実施形
態を示すにすぎず、当業者はこれら添付の図面から難なく他の図面をさらに導出すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１Ａ】本発明によるセル状況変更方法の一実施形態の流れ図である。
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【図１Ｂ】本発明によるセル状況変更方法の別の実施形態の流れ図である。
【図２Ａ】本発明の方法実施形態に適用される基地局間のCAのアーキテクチャの概略図で
ある。
【図２Ｂ】本発明によるセル状況変更方法の別の実施形態の流れ図である。
【図２Ｃ】本発明の一実施形態によるMAC　CEの概略的構造図である。
【図３Ａ】本発明の方法実施形態に適用される基地局間のCAの別のアーキテクチャの概略
図である。
【図３Ｂ】本発明によるセル状況変更方法の別の実施形態の流れ図である。
【図４】本発明によるユーザ機器の一実施形態のブロック図である。
【図５】本発明によるユーザ機器の別の実施形態のブロック図である。
【図６】本発明による基地局の一実施形態のブロック図である。
【図７】本発明による基地局の別の実施形態のブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００５７】
　本発明の以下の実施形態は、UEがCA時に複数の基地局に属するサービングセルのアクテ
ィブ化または非アクティブ化を管理することができるように、セル状況変更方法、UE、お
よび基地局を提供する。
【００５８】
　当業者に本発明の実施形態における技術的解決策をよりよく理解させ、本発明の実施形
態の前述の目的、特徴、および利点をより明確に、より理解しやすくするために、以下で
本発明の実施形態における技術的解決策を、添付の図面に関連して詳細にさらに説明する
。
【００５９】
　図1Aを参照すると、図1Aは、本発明によるセル状況変更方法の一実施形態の流れ図であ
る。本実施形態においては、セル状況変更プロセスが、ユーザ機器側の観点から説明され
る。
【００６０】
　ステップ101：ユーザ機器がマスタ基地局によって送信された第1の指示を受信する。第
1の指示は、マスタ基地局の第1のセルの状況変更を指示し、またはセカンダリ基地局の第
2のセルの状況変更を指示するのに使用され、マスタ基地局とセカンダリ基地局はどちら
もユーザ機器にサービスし、キャリアアグリゲーションを行う。
【００６１】
　第1の任意選択の実施態様において、ユーザ機器は、マスタ基地局の第1のセルの状況変
更を指示するのに使用される、マスタ基地局によって送信される第1の指示を受信し、ま
たユーザ機器は、セカンダリ基地局の第2のセルの状況変更を指示するのに使用される、
セカンダリ基地局によって送信される第2の指示を受信する。第1の指示は第1の媒体アク
セス制御制御要素（Media Access Control Control Element、MAC　CE）とすることがで
き、第2の指示は第2のMAC　CEとすることができる。MAC　CE内の各ビットは、各ビットに
よって指示されるセルインデックスに対応するセルのアクティブ状態または非アクティブ
状態を指示するビット値を搬送するのに使用される。
【００６２】
　さらに、本実施形態においては、第1のセルのセルインデックスおよび第2のセルのセル
インデックスに、マスタ基地局およびセカンダリ基地局によってそれぞれ付番することが
でき、または第1のセルのセルインデックスは第2のセルのセルインデックスと同じである
。それに対応して、ユーザ機器は、受信される第1の指示に従って、第1のセルはマスタ基
地局に対応することを識別し、第1のセルのセルインデックスに対応するビットが有効で
あると決定することができ、またユーザ機器は、受信される第2の指示に従って、第2のセ
ルはセカンダリ基地局に対応することを識別し、第2のセルのセルインデックスに対応す
るビットが有効であると決定することができる。
【００６３】
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　第2の任意選択の実施態様において、ユーザ機器は、マスタ基地局によって送信される
第1の指示を受信し、第1の指示は、マスタ基地局の第1のセルの状況変更を指示し、セカ
ンダリ基地局の第2のセルの状況変更を指示するのに使用される。第1の指示は媒体アクセ
ス制御制御要素（MAC　CE）であり、MAC　CE内の各ビットは、各ビットによって指示され
るセルインデックスに対応するセルのアクティブ状態または非アクティブ状態を指示する
ビット値を搬送するのに使用される。
【００６４】
　ステップ102：ユーザ機器は、第1の指示に従って第1のセルもしくは第2のセルのアクテ
ィブ化を行い、または第1の指示に従って第1のセルもしくは第2のセルの非アクティブ化
を行う。
【００６５】
　ステップ101の第1の任意選択の実施態様では、ユーザ機器は、第1の指示に従って第1の
セルのアクティブ化または非アクティブ化を行い、第2の指示に従って第2のセルのアクテ
ィブ化または非アクティブ化を行う。ユーザ機器は、第1のMAC　CE内の第1のセルの状況
識別子に従って、第1のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定し、
第2のMAC　CE内の第2のセルの状況識別子に従って、第2のセルのアクティブ化または非ア
クティブ化を行うことを決定することができる。具体的には、ユーザ機器は、ビットマッ
プ内のものであり、第1のMAC　CE内の第1のセルのセルインデックスに対応するビットに
従って、第1のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定し、ビットマ
ップ内のものであり、第2のMAC　CE内の第2のセルのセルインデックスに対応するビット
に従って、第2のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定することが
できる。
【００６６】
　ステップ101の第2の任意選択の実施態様では、ユーザ機器は、第1の指示に従って第1の
セルのアクティブ化または非アクティブ化を行い、第1の指示に従って第2のセルのアクテ
ィブ化または非アクティブ化を行う。ユーザ機器は、MAC　CE内の第1のセルの状況識別子
に従って、第1のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定し、MAC　CE
内の第2のセルの状況識別子に従って、第2のセルのアクティブ化または非アクティブ化を
行うことを決定することができる。
【００６７】
　さらに、第1のセルのセルインデックスと第2のセルのセルインデックスの両方に、マス
タ基地局もしくはセカンダリ基地局によって付番することもでき、または第1のセルのセ
ルインデックスは第2のセルのセルインデックスと異なる。具体的には、ユーザ機器は、
ビットマップ内のものであり、MAC　CE内の第1のセルのセルインデックスに対応するビッ
トに従って、第1のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定し、ビッ
トマップ内のものであり、MAC　CE内の第2のセルのセルインデックスに対応するビットに
従って、第2のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定する。
【００６８】
　あるいはさらに、MAC　CEは、第1のセルのセルインデックス、第2のセルのセルインデ
ックス、第1の基地局の基地局識別情報、および第2の基地局の基地局識別情報をさらに含
む。具体的には、ユーザ機器は、MAC　CE内のものである第1のセルのセルインデックス、
第1の基地局の基地局識別情報、および第1のセルの状況識別子に従って、第1のセルのア
クティブ化または非アクティブ化を行うことを決定し、MAC　CE内のものである第2のセル
のセルインデックス、第2の基地局の基地局識別情報、および第2のセルの状況識別子に従
って、第2のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定する。
【００６９】
　前述の実施形態から、本実施形態は、マスタ基地局とセカンダリ基地局がどちらもUEに
サービスし、キャリアアグリゲーションを行い、UEは、マスタ基地局によって送信される
、受信される第1の指示を用いて、UEにサービスする基地局に属するサービングセルのア
クティブ状態または非アクティブ状態を獲得することができ、そのため、すべてのサービ
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ングセル上でアクティブ化または非アクティブ化を行うことができるシナリオに適用され
ることが分かる。これにより、キャリアアグリゲーション時に複数の基地局に属するサー
ビングセルのアクティブ化または非アクティブ化の管理が実現される。
【００７０】
　図1Bを参照すると、図1Bは、本発明によるセル状況変更方法の別の実施形態の流れ図で
ある。本実施形態においては、セル状況変更プロセスが、基地局側の観点から説明される
。
【００７１】
　ステップ111：ユーザ機器のマスタ基地局が第1の指示を生成する。第1の指示は、マス
タ基地局の第1のセルの状況変更を指示し、またはセカンダリ基地局の第2のセルの状況変
更を指示するのに使用され、マスタ基地局とセカンダリ基地局はどちらもユーザ機器にサ
ービスし、キャリアアグリゲーションを行う。
【００７２】
　第1の任意選択の実施態様において、第1の指示は第1の媒体アクセス制御制御要素（MAC
　CE）とすることができ、そのため、ユーザ機器は第1のMAC　CE内の第1のセルの状況識
別子に従って、第1のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定し、ユ
ーザ機器は、第2の指示として働き、セカンダリ基地局によって送信される第2のMAC　CE
をさらに受信し、そのため、ユーザ機器は、第2のMAC　CE内の第2のセルの状況識別子に
従って、第2のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定する。
【００７３】
　さらに、マスタ基地局は、マスタ基地局の第1のセルのセルインデックスに付番するこ
とができ、第1のセルのセルインデックスは、第2のセルのためにセカンダリ基地局によっ
て付番されるセルインデックスと同じであり、または異なり、そのため、ユーザ機器は、
受信される第1の指示に従って第1のセルがマスタ基地局に対応することを識別し、第1の
セルのセルインデックスに対応するビットが有効であると決定し、受信される第2の指示
に従って第2のセルがセカンダリ基地局に対応することを識別し、第2のセルのセルインデ
ックスに対応するビットが有効であると決定する。
【００７４】
　第2の任意選択の実施態様において、第1の指示は、セカンダリ基地局の第2のセルの状
況変更を指示するのにさらに使用することができ、そのため、ユーザ機器は第1の指示に
従って第2のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行う。具体的には、第1の指示は
第1の媒体アクセス制御制御要素（MAC　CE）とすることができ、そのため、ユーザ機器は
、MAC　CE内の第1のセルの状況識別子に従って、第1のセルのアクティブ化または非アク
ティブ化を行うことを決定し、MAC　CE内の第2のセルの状況識別子に従って、第2のセル
のアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定する。
【００７５】
　マスタ基地局は、第1のセルのセルインデックスと第2のセルのセルインデックスの両方
に付番することができ、そのため、ユーザ機器は、ビットマップ内のものであり、MAC　C
E内の第1のセルのセルインデックスに対応するビットに従って、第1のセルのアクティブ
化または非アクティブ化を行うことを決定し、ビットマップ内のものであり、MAC　CE内
の第2のセルのセルインデックスに対応するビットに従って、第2のセルのアクティブ化ま
たは非アクティブ化を行うことを決定する。
【００７６】
　あるいは、マスタ基地局によって生成されるMAC　CEは、第1のセルのセルインデックス
、第2のセルのセルインデックス、第1の基地局の基地局識別情報、および第2の基地局の
基地局識別情報をさらに含むことができ、そのため、ユーザ機器は、MAC　CE内のもので
ある第1のセルのセルインデックス、第1の基地局の基地局識別情報、および第1のセルの
状況識別子に従って、第1のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定
し、MAC　CE内のものである第2のセルのセルインデックス、第2の基地局の基地局識別情
報、および第2のセルの状況識別子に従って、第2のセルのアクティブ化または非アクティ
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ブ化を行うことを決定する。
【００７７】
　ステップ112：マスタ基地局は、ユーザ機器が、第1の指示に従って第1のセルもしくは
第2のセルのアクティブ化を行い、または第1の指示に従って第1のセルもしくは第2のセル
の非アクティブ化を行うように、第1の指示をユーザ機器へ送信する。
【００７８】
　前述の実施形態から、本実施形態は、マスタ基地局とセカンダリ基地局がどちらもUEに
サービスし、キャリアアグリゲーションを行い、UEは、マスタ基地局によって送信される
、受信される第1の指示を用いて、UEにサービスする基地局に属するサービングセルのア
クティブ状態または非アクティブ状態を獲得することができ、そのため、すべてのサービ
ングセル上でアクティブ化または非アクティブ化を行うことができるシナリオに適用され
ることが分かる。これにより、キャリアアグリゲーション時に複数の基地局に属するサー
ビングセルのアクティブ化または非アクティブ化の管理が実現される。
【００７９】
　図2Aを参照すると、図2Aは、本発明の方法実施形態に適用される基地局間のCAのアーキ
テクチャの概略図である。
【００８０】
　例を用いて説明を容易にするために、ユーザ機器にサービスする、図2Aに示されている
基地局は、1台のマスタ基地局と1台のセカンダリ基地局とを含む。実際の適用では、ユー
ザ機器にサービスする基地局は1つまたは複数のセカンダリ基地局を含むことができ、こ
れについて図2Aに示す実施形態においては限定されない。図2Aでは、マスタ基地局とセカ
ンダリ基地局とは、アクティブ化コマンドまたは非アクティブ化コマンドをUEへ別々に送
付し、マスタ基地局とセカンダリ基地局とは、それぞれのセルのアクティブ状態または非
アクティブ状態を相互に交換することができる。
【００８１】
　図2Bを参照すると、図2Bには、本発明によるセル状況変更方法の別の実施形態が示され
ている。UEがセル状況を変更するプロセスを、図2Aに関連して本実施形態において詳細に
説明する。
【００８２】
　ステップ201：マスタ基地局は、UEのものであり、マスタ基地局に属するサービングセ
ルのアクティブ状態または非アクティブ状態を決定する。
【００８３】
　本実施形態においては、UEのマスタ基地局がUEとの接続関係を確立した後で、マスタ基
地局に属するいくつかのセルがUEのサービングセルになり、マスタ基地局は、UEのUE　ID
とサービングセルのセルインデックスとの間の対応関係を記録し、各サービングセルのア
クティブ状態または非アクティブ状態を記録する。
【００８４】
　マスタ基地局がUEのサービングセルのアクティブ状態または非アクティブ状態を制御す
ることが必要になると、UEのものであり、マスタ基地局に属する各サービングセルのアク
ティブ状態または非アクティブ状態を決定することができる。例えば、すべてのサービン
グセルのアクティブ状態または非アクティブ状態を決定することもでき、そのアクティブ
状態または非アクティブ状態が変更されるサービングセルのアクティブ状態または非アク
ティブ状態だけを決定することもできる。
【００８５】
　ステップ202：マスタ基地局はUEへ、UEのものであり、マスタ基地局に属するサービン
グセルのアクティブ状態または非アクティブ状態の変更を含むアクティブ化コマンドのま
たは非アクティブ化コマンドを送付する。
【００８６】
　マスタ基地局によって送付されるアクティブ化コマンドまたは非アクティブ化コマンド
は、具体的には、MAC　CEとすることができ、MAC　CEは、ビットマップ内の7ビットを用
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いて、マスタ基地局に属する7つのサービングセルのアクティブ状態または非アクティブ
状態を指示することができる。すなわち、ビットマップ内の各ビットを、各ビットによっ
て指示されるセルインデックスに対応するサービングセルのアクティブ状態または非アク
ティブ状態を指示するビット値を搬送するのに使用することができる。本実施形態におい
ては、セルインデックスは、マスタ基地局およびセカンダリ基地局のそれぞれのセルにつ
いてマスタ基地局およびセカンダリ基地局によって単独で構成されるセルインデックスと
することができ、したがって、マスタ基地局のサービングセルのセルインデックスがセカ
ンダリ基地局のいくつかのサービングセルのセルインデックスと同じである場合もあり、
あるいは、セルインデックスは、マスタ基地局およびセカンダリ基地局に属するすべての
セルについてマスタ基地局またはセカンダリ基地局によって構成されるセルインデックス
とすることもでき、したがって、マスタ基地局およびセカンダリ基地局のすべてのセルの
エルインデックスが異なりうる。
【００８７】
　図2Cを参照すると、図2Cは、本発明の一実施形態によるMAC　CEの概略的構造図である
。MAC　CEは8つのビット・マップ・ビットを含み、これらのビットは、異なるサービング
セルに対応するアクティブ状態または非アクティブ状態を表す7つのビットCj（jは1から7
と等しい）と、1つの予約ビット（R）である。本実施形態においては、マスタ基地局がセ
ルインデックスをマスタ基地局だけのサービングセルに割り振る場合には、すなわち、1
つのセルが追加されるときに、マスタ基地局は当該セルに1つのセルインデックスを割り
振り、図2Cに示す各Cjのビット値は、マスタ基地局に属し、Cjに対応するセルインデック
スによって指示されるセルのアクティブ状態または非アクティブ状態を表す。マスタ基地
局またはセカンダリ基地局がすべてのサービングセルにセルインデックスを割り振る場合
には、Cj内のあるビット値に対応するセルインデックスはマスタ基地局に属するセルのア
クティブ状態または非アクティブ状態を指示し、あるビット値に対応するセルインデック
スはセカンダリ基地局に属するセルのアクティブ状態または非アクティブ状態を指示する
。ビットごとに、ビット値が0であると仮定される場合には、当該ビットに対応するサー
ビングセルが非アクティブ状態であると決定することができ、ビット値が1である場合に
は、当該ビットに対応するサービングセルがアクティブ状態であると決定することができ
る。
【００８８】
　ステップ203：UEは、アクティブ化コマンドまたは非アクティブ化コマンドを送信する
マスタ基地局を識別する。
【００８９】
　本実施形態においては、UEは事前にセルインデックスと基地局との間の対応関係を保存
し、サービングセルを用いてマスタ基地局によって送付されるアクティブ化コマンドもし
くは非アクティブ化コマンドを受信した後で、UEは、アクティブ化コマンドもしくは非ア
クティブ化コマンドを送信するサービングセルのセルインデックスに従って、セルインデ
ックスに対応する基地局がマスタ基地局であることを知ることができ、あるいは、UEは、
マスタ基地局のものであり、アクティブ化コマンドもしくは非アクティブ化コマンドで搬
送される基地局IDに従って、アクティブ化コマンドもしくは非アクティブ化コマンドを送
信するサービング基地局がマスタ基地局であることを直接識別することもできる。
【００９０】
　ステップ204：UEは、マスタ基地局に属するサービングセルのアクティブ化または非ア
クティブ化を行う。
【００９１】
　ステップ202および図2Cを参照に関連して、マスタ基地局がマスタ基地局だけのセルに
ついてのセルインデックスを構成する場合には、MAC　CEのビットマップ内のすべてのビ
ットがマスタ基地局に属するセルに対応し、UEは、MAC　CE内の各ビットのビット値を読
み取り、次いで、ビット値によって指示されるアクティブ状態または非アクティブ状態に
従って、マスタ基地局に属し、ビットに対応するセルインデックスによって指示されるサ
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ービングセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことができることが分かる。
【００９２】
　ステップ202および図2Cに関連して、マスタ基地局またはセカンダリ基地局がマスタ基
地局およびセカンダリ基地局に属するすべてのセルについてのセルインデックスを構成す
る場合には、MAC　CEのビットマップ内のいくつかのビットがマスタ基地局に属するセル
に対応し、UEは、マスタ基地局に属するサービングセルのビットだけを読み取り、他のビ
ットを無視することができ、すなわち、マスタ基地局に属するサービングセルのセルイン
デックスに対応するビットだけが有効であり、UEは、読み取られるビットのビット値によ
って指示されるアクティブ状態または非アクティブ状態に従って、マスタ基地局に属し、
各ビットに対応するセルインデックスによって指示されるサービングセルのアクティブ化
または非アクティブ化を行うことができることが分かる。
【００９３】
　ステップ205：セカンダリ基地局は、UEのものであり、セカンダリ基地局に属するサー
ビングセルのアクティブ状態または非アクティブ状態を決定する。
【００９４】
　本実施形態においては、UEのセカンダリ基地局がUEとの接続関係を確立した後で、セカ
ンダリ基地局に属するいくつかのセルがUEのサービングセルになり、セカンダリ基地局は
、UEのUE　IDとサービングセルのセルインデックスとの間の対応関係を記録し、各サービ
ングセルのアクティブ状態または非アクティブ状態を記録する。
【００９５】
　セカンダリ基地局がUEのサービングセルのアクティブ状態または非アクティブ状態を制
御することが必要になると、UEのものであり、セカンダリ基地局に属する各サービングセ
ルのアクティブ状態または非アクティブ状態を決定することができる。例えば、すべての
サービングセルのアクティブ状態または非アクティブ状態を決定することもでき、そのア
クティブ状態または非アクティブ状態が変更されるサービングセルのアクティブ状態また
は非アクティブ状態だけを決定することもできる。
【００９６】
　ステップ206：セカンダリ基地局はUEへ、UEのものであり、セカンダリ基地局に属する
サービングセルのアクティブ状態または非アクティブ状態の変更を含むアクティブ化コマ
ンドまたは非アクティブ化コマンドを送付する。
【００９７】
　ステップ202の説明と同様に、セカンダリ基地局によって送付されるアクティブ化コマ
ンドまたは非アクティブ化コマンドは、具体的には、MAC　CEとすることができ、MAC　CE
は、ビットマップ内の7ビットを用いて、セカンダリ基地局に属する7つのサービングセル
のアクティブ状態または非アクティブ状態を指示することができる。すなわち、ビットマ
ップ内の各ビットを、各ビットによって指示されるセルインデックスに対応するサービン
グセルのアクティブ状態または非アクティブ状態を指示するビット値を搬送するのに使用
することができる。本実施形態においては、セルインデックスは、マスタ基地局およびセ
カンダリ基地局のそれぞれのセルについてマスタ基地局およびセカンダリ基地局によって
単独で構成されるセルインデックスとすることができ、したがって、マスタ基地局のサー
ビングセルのセルインデックスがセカンダリ基地局のいくつかのサービングセルのセルイ
ンデックスと同じである場合もあり、あるいは、セルインデックスは、マスタ基地局およ
びセカンダリ基地局に属するすべてのセルについてマスタ基地局またはセカンダリ基地局
によって構成されるセルインデックスとすることもでき、したがって、マスタ基地局およ
びセカンダリ基地局のすべてのセルのセルインデックスが異なりうる。
【００９８】
　MAC　CEのビットマップのものであり、図2Cに示されている概略的構造図をさらに参照
する。MAC　CEは8つのビット・マップ・ビットを含み、これらのビットは、異なるサービ
ングセルに対応するアクティブ状態または非アクティブ状態を表す7つのビットCj（jは1
から7と等しい）と、1つの予約ビット（R）である。本実施形態においては、セカンダリ
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基地局がセルインデックスをセカンダリ基地局だけのサービングセルに割り振る場合には
、図2Cに示す各Cjのビット値は、セカンダリ基地局に属し、Cjに対応するセルインデック
スによって指示されるセルのアクティブ状態または非アクティブ状態を表し、マスタ基地
局またはセカンダリ基地局がすべてのサービングセルにセルインデックスを割り振る場合
には、Cj内のあるビット値に対応するセルインデックスはマスタ基地局に属するセルのア
クティブ状態または非アクティブ状態を指示し、あるビット値に対応するセルインデック
スはセカンダリ基地局に属するセルのアクティブ状態または非アクティブ状態を指示する
。
【００９９】
　ステップ207：UEは、アクティブ化コマンドまたは非アクティブ化コマンドを送信する
セカンダリ基地局を識別する。
【０１００】
　ステップ203の説明と同様に、UEは事前にセルインデックスと基地局との間の対応関係
を保存し、サービングセルを用いてセカンダリ基地局によって送付されるアクティブ化コ
マンドもしくは非アクティブ化コマンドを受信した後で、UEは、アクティブ化コマンドも
しくは非アクティブ化コマンドを送信するサービングセルのセルインデックスに従って、
セルインデックスに対応する基地局がセカンダリ基地局であることを知ることができ、あ
るいは、UEは、セカンダリ基地局のものであり、アクティブ化コマンドもしくは非アクテ
ィブ化コマンドで搬送される基地局IDに従って、アクティブ化コマンドもしくは非アクテ
ィブ化コマンドを送信するサービング基地局がセカンダリ基地局であることを直接識別す
ることもできる。
【０１０１】
　ステップ208：UEは、セカンダリ基地局に属するサービングセルのアクティブ化または
非アクティブ化を行う。
【０１０２】
　ステップ206および図2Cに関連して、セカンダリ基地局がセカンダリ基地局だけのセル
についてのセルインデックスを構成する場合には、MAC　CEのビットマップ内のすべての
ビットがセカンダリ基地局に属するセルに対応し、UEは、MAC　CE内の各ビットのビット
値を読み取り、次いで、ビット値によって指示されるアクティブ状態または非アクティブ
状態に従って、セカンダリ基地局に属し、ビットに対応するセルインデックスによって指
示されるサービングセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことができることが
分かる。
【０１０３】
　ステップ206および図2Cに関連して、マスタ基地局またはセカンダリ基地局がマスタ基
地局およびセカンダリ基地局に属するすべてのセルについてのセルインデックスを構成す
る場合には、MAC　CEのビットマップ内のいくつかのビットがセカンダリ基地局に属する
セルに対応し、UEは、セカンダリ基地局に属するサービングセルのビットだけを読み取り
、他のビットを無視することができ、すなわち、セカンダリ基地局に属するサービングセ
ルのセルインデックスに対応するビットだけが有効であり、UEは、読み取られるビットの
ビット値によって指示されるアクティブ状態または非アクティブ状態に従って、セカンダ
リ基地局に属し、各ビットに対応するセルインデックスによって指示されるサービングセ
ルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことができることが分かる。
【０１０４】
　ステップ209：マスタ基地局はセカンダリ基地局へ、UEのものであり、マスタ基地局に
属するサービングセルのアクティブ状態または非アクティブ状態を送信する。
【０１０５】
　本実施形態においては、マスタ基地局は、UEのサービングセルごとに、アクティブ化タ
イマまたは非アクティブ化タイマを設定することができ、UEのものであり、マスタ基地局
に属するサービングセルのアクティブ化タイマまたは非アクティブ化タイマが切れた後で
、マスタ基地局はセカンダリ基地局へ、UEのものであり、マスタ基地局に属するサービン



(21) JP 6162332 B2 2017.7.12

10

20

30

40

50

グセルのアクティブ状態または非アクティブ状態を送信することができる。
【０１０６】
　ステップ210：セカンダリ基地局はマスタ基地局へ、UEのものであり、セカンダリ基地
局に属するサービングセルのアクティブ状態または非アクティブ状態を送信する。
【０１０７】
　本実施形態においては、セカンダリ基地局は、UEのサービングセルごとに、アクティブ
化タイマまたは非アクティブ化タイマを設定することができ、UEのものであり、セカンダ
リ基地局に属するサービングセルのアクティブ化タイマまたは非アクティブ化タイマが切
れた後で、セカンダリ基地局はマスタ基地局へ、UEのものであり、セカンダリ基地局に属
するサービングセルのアクティブ状態または非アクティブ状態を送信することができる。
【０１０８】
　基地局間のCAのアーキテクチャにおいては、マスタ基地局は、UEによって報告されるチ
ャネル品質情報（Channel Quality Institute、CQI）報告を受信し、マスタ基地局は、UE
のすべてのサービングセルのアクティブ状態または非アクティブ状態に従って、CQI報告
を復号する必要がある。マスタ基地局が、セカンダリ基地局に属するサービングセルのア
クティブ状態または非アクティブ状態を知らない場合には、マスタ基地局は、異なる復号
フォーマットを用いてCQI報告を復号する必要がある。本実施形態においては、マスタ基
地局は、セカンダリ基地局と対話することによって、セカンダリ基地局に属するサービン
グセルのアクティブ化または非アクティブ化情報を獲得することができるため、マスタ基
地局は、受信されるCQI報告を1つのやり方で復号することができる。すなわち、1つの復
号フォーマットがCQI報告を復号するのに使用される。したがって、マスタ基地局の復号
効率を向上させることができる。
【０１０９】
　前述の実施形態においては、ステップ201からステップ204、ステップ205からステップ2
08、およびステップ209からステップ210が異なる順序で行われてよく、図2Bの順序は単な
る例示にすぎず、本発明の実施形態を限定するためのものではないことに留意すべきであ
る。
【０１１０】
　前述の実施形態から、本実施形態は、マスタ基地局とセカンダリ基地局がどちらもUEに
サービスし、キャリアアグリゲーションを行い、UEは、マスタ基地局によって送信される
、受信される第1の指示を用いて、UEにサービスする基地局に属するサービングセルのア
クティブ状態または非アクティブ状態を獲得することができ、そのため、すべてのサービ
ングセル上でアクティブ化または非アクティブ化を行うことができるシナリオに適用され
ることが分かる。これにより、キャリアアグリゲーション時に複数の基地局に属するサー
ビングセルのアクティブ化または非アクティブ化の管理が実現される。
【０１１１】
　図3Aを参照すると、図3Aは、本発明の方法実施形態に適用される基地局間のCAの別のア
ーキテクチャの概略図である。
【０１１２】
　例を用いて説明を容易にするために、ユーザ機器にサービスする、図3Aに示されている
基地局は、1台のマスタ基地局と1台のセカンダリ基地局とを含む。実際の適用では、ユー
ザ機器にサービスする基地局は1つまたは複数のセカンダリ基地局を含むことができ、こ
れについて図3Aに示す実施形態においては限定されない。図3Aでは、マスタ基地局だけが
UEへアクティブ化コマンドまたは非アクティブ化コマンドを送付し、マスタ基地局とセカ
ンダリ基地局とは、それぞれのセルのアクティブ状態または非アクティブ状態を相互に交
換することができる。
【０１１３】
　図3Bを参照すると、図3Bには、本発明によるセル状況変更方法の別の実施形態が示され
ている。UEがセル状況を変更するプロセスを、図3Aに関連して本実施形態において詳細に
説明する。
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【０１１４】
　ステップ301：マスタ基地局は、UEのものであり、マスタ基地局に属するサービングセ
ルのアクティブ状態または非アクティブ状態を決定する。
【０１１５】
　本実施形態においては、UEのマスタ基地局がUEとの接続関係を確立した後で、マスタ基
地局に属するいくつかのセルがUEのサービングセルになり、マスタ基地局は、UEのUE　ID
とサービングセルのセルインデックスとの間の対応関係を記録し、各サービングセルのア
クティブ状態または非アクティブ状態を記録する。
【０１１６】
　マスタ基地局がUEのサービングセルのアクティブ状態または非アクティブ状態を制御す
ることが必要になると、UEのものであり、マスタ基地局に属する各サービングセルのアク
ティブ状態または非アクティブ状態を決定することができる。例えば、すべてのサービン
グセルのアクティブ状態または非アクティブ状態を決定することもでき、そのアクティブ
状態または非アクティブ状態が変更されるサービングセルのアクティブ状態または非アク
ティブ状態だけを決定することもできる。
【０１１７】
　ステップ302：セカンダリ基地局はマスタ基地局と折衝して、UEのものであり、セカン
ダリ基地局に属するサービングセルのアクティブ状態または非アクティブ状態を獲得する
。
【０１１８】
　本実施形態においては、セカンダリ基地局に属するサービングセルをアクティブ化し、
または非アクティブ化することを決定する前に、マスタ基地局は、セカンダリ基地局と折
衝して、セカンダリ基地局に属するサービングセルのアクティブ状態または非アクティブ
状態を獲得することができる。
【０１１９】
　加えて任意選択で、マスタ基地局はセカンダリ基地局と折衝できず、代わりにマスタ基
地局が、セカンダリ基地局に属するサービングセルのアクティブ状態または非アクティブ
状態を決定し、あるいは、UEのサービングセルのアクティブ化タイマまたは非アクティブ
化タイマが切れた後で、セカンダリ基地局はマスタ基地局へ、UEのものであり、セカンダ
リ基地局に属するサービングセルのアクティブ状態または非アクティブ状態を送信するこ
とができる。
【０１２０】
　ステップ303：マスタ基地局はセカンダリ基地局へ、UEのものであり、マスタ基地局に
属するサービングセルのアクティブ状態または非アクティブ状態を送信する。
【０１２１】
　本実施形態においては、マスタ基地局は、UEのサービングセルごとに、アクティブ化タ
イマまたは非アクティブ化タイマを設定することができ、UEのものであり、マスタ基地局
に属するサービングセルのアクティブ化タイマまたは非アクティブ化タイマが切れた後で
、マスタ基地局はセカンダリ基地局へ、UEのものであり、マスタ基地局に属するサービン
グセルのアクティブ状態または非アクティブ状態を送信することができる。このステップ
は任意選択のステップであることに留意すべきである。
【０１２２】
　ステップ304：マスタ基地局はUEへアクティブ化コマンドまたは非アクティブ化コマン
ドを送信する。アクティブ化コマンドまたは非アクティブ化コマンドは、UEのものであり
、マスタ基地局およびセカンダリ基地局に属するサービングセルのアクティブ状態または
非アクティブ状態を搬送する。
【０１２３】
　本実施形態においては、マスタ基地局によって送付されるアクティブ化コマンドまたは
非アクティブ化コマンドは、具体的には、MAC　CEとすることができる。MAC　CEの具体的
構造については、図2Cを参照されたい。MAC　CEは、ビットマップ内の7ビットを用いて、
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マスタ基地局およびセカンダリ基地局に属する7つのサービングセルのアクティブ状態ま
たは非アクティブ状態を指示することができる。すなわち、ビットマップ内の各ビットを
、各ビットによって指示されるセルインデックスに対応するサービングセルのアクティブ
状態または非アクティブ状態を指示するビット値を搬送するのに使用することができる。
本実施形態においては、セルインデックスは、マスタ基地局およびセカンダリ基地局に属
するすべてのセルについてのマスタ基地局またはセカンダリ基地局によって構成されるセ
ルインデックスとすることができ、したがって、マスタ基地局およびセカンダリ基地局の
すべてのセルのセルインデックスが異なりうる。
【０１２４】
　加えて、サービングセルのアクティブ状態または非アクティブ状態をビットマップの形
で搬送することに加えて、本実施形態のMAC　CEは、マスタ基地局のサービングセルのセ
ルインデックス、マスタ基地局識別情報、マスタ基地局に属するサービングセルの状況識
別子、セカンダリ基地局のサービングセルのセルインデックス、セカンダリ基地局識別情
報、およびセカンダリ基地局に属するサービングセルの状況識別子を直接搬送することも
でき、そのため、UEは、MAC　CEで搬送されるセルインデックス、基地局識別情報、およ
びサービングセルの状態識別情報に従って、異なる基地局に属する異なるサービングセル
のアクティブ化または非アクティブ化を直接行うことができる。
【０１２５】
　ステップ305：UEは、マスタ基地局およびセカンダリ基地局に属するサービングセルの
アクティブ化または非アクティブ化を行う。
【０１２６】
　マスタ基地局がステップ304でMAC　CEのビットマップを用いてアクティブ状態または非
アクティブ状態を搬送する場合に、本ステップでは、マスタ基地局によって送付されたMA
C　CEを受信した後で、UEは、ビットマップ内の各ビットを読み取り、セルインデックス
の構成結果に従って、各ビットに対応するセルインデックスによって指示されるサービン
グセルを獲得し、読み取られたビットのビット値によって指示されるアクティブ状態また
は非アクティブ状態に従って、セルインデックスによって指示されるサービングセルのア
クティブ化または非アクティブ化を行う。例えば、ビットマップ内の第1のビットは、マ
スタ基地局のものであり、そのセルインデックスがCELL1であるサービングセル1に対応し
、第1のビットのビット値が1であると仮定すると、第1のビットは、マスタ基地局に属す
るサービングセル1がアクティブ状態であることを指示し、この場合、UEは、マスタ基地
局に属するサービングセル1のアクティブ化を行い、ビットマップ内の第2のビットは、セ
カンダリ基地局のものであり、そのセルインデックスがCELL2であるサービングセル2に対
応し、第2のビットのビット値が0であると仮定すると、第2のビットは、セカンダリ基地
局に属するサービングセル2が非アクティブ状態であることを指示し、この場合、UEは、
セカンダリ基地局に属するサービングセル2の非アクティブ化を行う。
【０１２７】
　前述の実施形態から、本実施形態は、マスタ基地局とセカンダリ基地局がどちらもUEに
サービスし、キャリアアグリゲーションを行い、UEは、マスタ基地局によって送信される
、受信される第1の指示を用いて、UEにサービスする基地局に属するサービングセルのア
クティブ状態または非アクティブ状態を獲得することができ、そのため、すべてのサービ
ングセル上でアクティブ化または非アクティブ化を行うことができるシナリオに適用され
ることが分かる。これにより、キャリアアグリゲーション時に複数の基地局に属するサー
ビングセルのアクティブ化または非アクティブ化の管理が実現される。
【０１２８】
　本発明によるセル状況変更方法の実施形態に対応して、本発明は、本方法実施形態が適
用されるユーザ機器および基地局の実施形態をさらに提供する。
【０１２９】
　図4を参照すると、図4は、本発明によるユーザ機器の一実施形態のブロック図である。
【０１３０】
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　本ユーザ機器は、受信部410と実行部420とを含む。
【０１３１】
　受信部410は、マスタ基地局によって送信される第1の指示を受信し、第1の指示は、マ
スタ基地局の第1のセルの状況変更を指示し、またはセカンダリ基地局の第2のセルの状況
変更を指示するのに使用され、マスタ基地局とセカンダリ基地局はどちらもユーザ機器に
サービスし、キャリアアグリゲーションを行う。
【０１３２】
　実行部420は、受信部410によって受信される第1の指示に従って第1のセルもしくは第2
のセルのアクティブ化を行い、または受信部によって受信される第1の指示に従って第1の
セルもしくは第2のセルの非アクティブ化を行う。
【０１３３】
　任意選択の一実施態様においては、
　受信部410はさらに、受信される第1の指示がマスタ基地局の第1のセルの状況変更を指
示するのに使用される場合に、セカンダリ基地局によって送信される第2の指示を受信す
ることができ、第2の指示は、セカンダリ基地局の第2のセルの状況変更を指示するのに使
用され、
　実行部420はさらに、受信部410によって受信される第1の指示に従って第1のセルのアク
ティブ化または非アクティブ化を行うときに、受信部によって受信される第2の指示に従
って第2のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことができる。
【０１３４】
　実行部420は具体的には、第1の指示が第1の媒体アクセス制御制御要素（MAC　CE）であ
る場合に、第1のMAC　CE内の第1のセルの状況識別子に従って、第1のセルのアクティブ化
または非アクティブ化を行うことを決定し、第2の指示が第2のMAC　CEである場合に、第2
のMAC　CE内の第2のセルの状況識別子に従って、第2のセルのアクティブ化または非アク
ティブ化を行うことを決定することができる。
【０１３５】
　さらに、実行部420は具体的には、ビットマップ内のものであり、第1のMAC　CE内の第1
のセルのセルインデックスに対応するビットに従って、第1のセルのアクティブ化または
非アクティブ化を行うことを決定し、ビットマップ内のものであり、第2のMAC　CE内の第
2のセルのセルインデックスに対応するビットに従って、第2のセルのアクティブ化または
非アクティブ化を行うことを決定することができる。
【０１３６】
　さらに、ユーザ機器は、
　第1のセルのセルインデックスおよび第2のセルのセルインデックスが、マスタ基地局お
よびセカンダリ基地局によってそれぞれ付番され、または第1のセルのセルインデックス
が第2のセルのセルインデックスと同じである場合に、受信部によって受信される第1の指
示に従って、第1のセルがマスタ基地局に対応することを識別し、第1のセルのセルインデ
ックスに対応するビットが有効であると決定し、受信部によって受信される第2の指示に
従って、第2のセルがセカンダリ基地局に対応することを識別し、第2のセルのセルインデ
ックスに対応するビットが有効であると決定する、識別部
　をさらに含むことができる（図4には示されていない）。
【０１３７】
　別の任意選択の実施態様においては、
　受信部410によって受信される第1の指示がマスタ基地局の第1のセルの状況変更を指示
する場合に、第1の指示は、セカンダリ基地局の第2のセルの状況変更を指示するのにさら
に使用され、
　実行部420はさらに、受信部410によって受信される第1の指示に従って第1のセルのアク
ティブ化または非アクティブ化を行い、第1の指示に従って第2のセルのアクティブ化また
は非アクティブ化を行うことができる。
【０１３８】
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　実行部420は具体的には、第1の指示が媒体アクセス制御制御要素（MAC　CE）である場
合に、MAC　CE内の第1のセルの状況識別子に従って、第1のセルのアクティブ化または非
アクティブ化を行うことを決定し、MAC　CE内の第2のセルの状況識別子に従って、第2の
セルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定することができる。
【０１３９】
　さらに、実行部420は具体的には、第1のセルのセルインデックスと第2のセルのセルイ
ンデックスの両方がマスタ基地局もしくはセカンダリ基地局によって付番され、または第
1のセルのセルインデックスが第2のセルのセルインデックスと異なる場合に、ビットマッ
プ内のものであり、MAC　CE内の第1のセルのセルインデックスに対応するビットに従って
、第1のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定し、ビットマップ内
のものであり、MAC　CE内の第2のセルのセルインデックスに対応するビットに従って、第
2のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定することができる。
【０１４０】
　受信部410によって受信されるMAC　CEは、第1のセルのセルインデックス、第2のセルの
セルインデックス、第1の基地局の基地局識別情報、および第2の基地局の基地局識別情報
をさらに含むことができる。
【０１４１】
　実行部420は具体的には、MAC　CE内のものである第1のセルのセルインデックス、第1の
基地局の基地局識別情報、および第1のセルの状況識別子に従って、第1のセルのアクティ
ブ化または非アクティブ化を行うことを決定し、MAC　CE内のものである第2のセルのセル
インデックス、第2の基地局の基地局識別情報、および第2のセルの状況識別子に従って、
第2のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定することができる。
【０１４２】
　図5を参照すると、図5は、本発明によるユーザ機器の別の実施形態のブロック図である
。
【０１４３】
　本UEは、無線送受信機510とプロセッサ520とを含む。
【０１４４】
　無線送受信機510は、マスタ基地局によって送信される第1の指示を受信し、第1の指示
は、マスタ基地局の第1のセルの状況変更を指示し、またはセカンダリ基地局の第2のセル
の状況変更を指示するのに使用され、マスタ基地局とセカンダリ基地局はどちらもユーザ
機器にサービスし、キャリアアグリゲーションを行う。
【０１４５】
　プロセッサ520は、第1の指示に従って第1のセルもしくは第2のセルのアクティブ化を行
い、または第1の指示に従って第1のセルもしくは第2のセルの非アクティブ化を行う。
【０１４６】
　任意選択の一実施態様においては、
　無線送受信機510はさらに、受信される第1の指示がマスタ基地局の第1のセルの状況変
更を指示するのに使用される場合に、セカンダリ基地局によって送信される第2の指示を
受信することができ、第2の指示は、セカンダリ基地局の第2のセルの状況変更を指示する
のに使用され、
　プロセッサ520はさらに、第1の指示に従って第1のセルのアクティブ化または非アクテ
ィブ化を行うときに、第2の指示に従って第2のセルのアクティブ化または非アクティブ化
を行うことができる。
【０１４７】
　プロセッサ520は具体的には、第1の指示が第1の媒体アクセス制御制御要素（MAC　CE）
である場合に、第1のMAC　CE内の第1のセルの状況識別子に従って、第1のセルのアクティ
ブ化または非アクティブ化を行うことを決定し、第2の指示が第2のMAC　CEである場合に
、第2のMAC　CE内の第2のセルの状況識別子に従って、第2のセルのアクティブ化または非
アクティブ化を行うことを決定することができる。
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【０１４８】
　さらに、プロセッサ520は具体的には、ビットマップ内のものであり、第1のMAC　CE内
の第1のセルのセルインデックスに対応するビットに従って、第1のセルのアクティブ化ま
たは非アクティブ化を行うことを決定し、ビットマップ内のものであり、第2のMAC　CE内
の第2のセルのセルインデックスに対応するビットに従って、第2のセルのアクティブ化ま
たは非アクティブ化を行うことを決定することができる。
【０１４９】
　さらに、プロセッサ520はさらに、第1のセルのセルインデックスおよび第2のセルのセ
ルインデックスが、マスタ基地局およびセカンダリ基地局によってそれぞれ付番され、ま
たは第1のセルのセルインデックスが第2のセルのセルインデックスと同じである場合に、
第1の指示に従って、第1のセルがマスタ基地局に対応することを識別し、第1のセルのセ
ルインデックスに対応するビットが有効であると決定し、第2の指示に従って、第2のセル
がセカンダリ基地局に対応することを識別し、第2のセルのセルインデックスに対応する
ビットが有効であると決定することができる。
【０１５０】
　別の任意選択の実施態様においては、
　無線送受信機510によって受信される第1の指示がマスタ基地局の第1のセルの状況変更
を指示する場合に、第1の指示は、セカンダリ基地局の第2のセルの状況変更を指示するの
にさらに使用され、
　プロセッサ520はさらに、第1の指示に従って第1のセルのアクティブ化または非アクテ
ィブ化を行い、第1の指示に従って第2のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行う
ことができる。
【０１５１】
　プロセッサは520具体的には、第1の指示が媒体アクセス制御制御要素（MAC　CE）であ
る場合に、MAC　CE内の第1のセルの状況識別子に従って、第1のセルのアクティブ化また
は非アクティブ化を行うことを決定し、MAC　CE内の第2のセルの状況識別子に従って、第
2のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定することができる。
【０１５２】
　さらに、プロセッサ520は具体的には、第1のセルのセルインデックスと第2のセルのセ
ルインデックスの両方がマスタ基地局もしくはセカンダリ基地局によって付番され、また
は第1のセルのセルインデックスが第2のセルのセルインデックスと異なる場合に、ビット
マップ内のものであり、MAC　CE内の第1のセルのセルインデックスに対応するビットに従
って、第1のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定し、ビットマッ
プ内のものであり、MAC　CE内の第2のセルのセルインデックスに対応するビットに従って
、第2のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定することができる。
【０１５３】
　無線送受信機510によって受信されるMAC　CEは、第1のセルのセルインデックス、第2の
セルのセルインデックス、第1の基地局の基地局識別情報、および第2の基地局の基地局識
別情報をさらに含むことができる。
【０１５４】
　プロセッサ520は具体的には、MAC　CE内のものである第1のセルのセルインデックス、
第1の基地局の基地局識別情報、および第1のセルの状況識別子に従って、第1のセルのア
クティブ化または非アクティブ化を行うことを決定し、MAC　CE内のものである第2のセル
のセルインデックス、第2の基地局の基地局識別情報、および第2のセルの状況識別子に従
って、第2のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定することができ
る。
【０１５５】
　図6を参照すると、図6は、本発明による基地局の一実施形態のブロック図であり、本基
地局はユーザ機器のマスタ基地局として働く。
【０１５６】
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　本基地局は、生成部610と送信部620とを含む。
【０１５７】
　生成部610は第1の指示を生成し、第1の指示は、マスタ基地局の第1のセルの状況変更を
指示し、またはセカンダリ基地局の第2のセルの状況変更を指示するのに使用され、マス
タ基地局とセカンダリ基地局はどちらもユーザ機器にサービスし、キャリアアグリゲーシ
ョンを行う。
【０１５８】
　送信部620は、ユーザ機器が、第1の指示に従って第1のセルもしくは第2のセルのアクテ
ィブ化を行い、または第1の指示に従って第1のセルもしくは第2のセルの非アクティブ化
を行うように、生成部610によって生成される第1の指示をユーザ機器へ送信する。
【０１５９】
　任意選択の一実施態様においては、
　生成部610によって生成される第1の指示は第1の媒体アクセス制御制御要素（MAC　CE）
であり、そのため、ユーザ機器は第1のMAC　CE内の第1のセルの状況識別子に従って、第1
のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定し、ユーザ機器は、第2の
指示として働き、セカンダリ基地局によって送信される第2のMAC　CEをさらに受信し、そ
のため、ユーザ機器は、第2のMAC　CE内の第2のセルの状況識別子に従って、第2のセルの
アクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定する。
【０１６０】
　さらに、本基地局は、
　マスタ基地局の第1のセルのセルインデックスに付番する第1の付番部であって、第1の
セルのセルインデックスは、第2のセルのためにセカンダリ基地局によって付番されるセ
ルインデックスと同じであり、または異なり、そのため、ユーザ機器は、受信される第1
の指示に従って第1のセルがマスタ基地局に対応することを識別し、第1のセルのセルイン
デックスに対応するビットが有効であると決定し、受信される第2の指示に従って第2のセ
ルがセカンダリ基地局に対応することを識別し、第2のセルのセルインデックスに対応す
るビットが有効であると決定する、第1の付番部
　をさらに含むことができる（図6には示されていない）。
【０１６１】
　別の任意選択の実施態様においては、
　生成部610によって生成される第1の指示は、セカンダリ基地局の第2のセルの状況変更
を指示するのにさらに使用され、そのため、ユーザ機器は第1の指示に従って第2のセルの
アクティブ化または非アクティブ化を行う。
【０１６２】
　生成部610によって生成される第1の指示は第1の媒体アクセス制御制御要素（MAC　CE）
であり、そのため、ユーザ機器は、MAC　CE内の第1のセルの状況識別子に従って、第1の
セルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定し、MAC　CE内の第2のセルの
状況識別子に従って、第2のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定
する。
【０１６３】
　さらに、基地局は、
　ユーザ機器が、ビットマップ内のものであり、MAC　CE内の第1のセルのセルインデック
スに対応するビットに従って、第1のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うこ
とを決定し、ビットマップ内のものであり、MAC　CE内の第2のセルのセルインデックスに
対応するビットに従って、第2のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを
決定するように、第1のセルのセルインデックスと第2のセルのセルインデックスの両方に
付番する、第2の付番部
　をさらに含むことができる（図6には示されていない）。
【０１６４】
　あるいはさらに、生成部610によって生成されるMAC　CEは、第1のセルのセルインデッ
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クス、第2のセルのセルインデックス、第1の基地局の基地局識別情報、および第2の基地
局の基地局識別情報をさらに含むことができ、そのため、ユーザ機器は、MAC　CE内のも
のである第1のセルのセルインデックス、第1の基地局の基地局識別情報、および第1のセ
ルの状況識別子に従って、第1のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを
決定し、MAC　CE内のものである第2のセルのセルインデックス、第2の基地局の基地局識
別情報、および第2のセルの状況識別子に従って、第2のセルのアクティブ化または非アク
ティブ化を行うことを決定する。
【０１６５】
　図7を参照すると、図7は、本発明による基地局の別の実施形態のブロック図であり、本
基地局はユーザ機器のマスタ基地局として働く。
【０１６６】
　本基地局は、送受信機710とプロセッサ720とを含む。
【０１６７】
　プロセッサ720は第1の指示を生成し、第1の指示は、マスタ基地局の第1のセルの状況変
更を指示し、またはセカンダリ基地局の第2のセルの状況変更を指示するのに使用され、
マスタ基地局とセカンダリ基地局はどちらもユーザ機器にサービスし、キャリアアグリゲ
ーションを行う。
【０１６８】
　送受信機710は、ユーザ機器が、第1の指示に従って第1のセルもしくは第2のセルのアク
ティブ化を行い、または第1の指示に従って第1のセルもしくは第2のセルの非アクティブ
化を行うように、第1の指示をユーザ機器へ送信する。
【０１６９】
　任意選択の一実施態様においては、
　プロセッサ720によって生成される第1の指示は第1の媒体アクセス制御制御要素（MAC　
CE）であり、そのため、ユーザ機器は第1のMAC　CE内の第1のセルの状況識別子に従って
、第1のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定し、ユーザ機器は、
第2の指示として働き、セカンダリ基地局によって送信される第2のMAC　CEをさらに受信
し、そのため、ユーザ機器は、第2のMAC　CE内の第2のセルの状況識別子に従って、第2の
セルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定する。
【０１７０】
　さらに、プロセッサ720はさらに、マスタ基地局の第1のセルのセルインデックスに付番
することができ、第1のセルのセルインデックスは、第2のセルのためにセカンダリ基地局
によって付番されるセルインデックスと同じであり、または異なり、そのため、ユーザ機
器は、受信される第1の指示に従って第1のセルがマスタ基地局に対応することを識別し、
第1のセルのセルインデックスに対応するビットが有効であると決定し、受信される第2の
指示に従って第2のセルがセカンダリ基地局に対応することを識別し、第2のセルのセルイ
ンデックスに対応するビットが有効であると決定する。
【０１７１】
　別の任意選択の実施態様においては、
　プロセッサ720によって生成される第1の指示は、セカンダリ基地局の第2のセルの状況
変更を指示するのにさらに使用され、そのため、ユーザ機器は第1の指示に従って第2のセ
ルのアクティブ化または非アクティブ化を行う。
【０１７２】
　さらに、プロセッサ720によって生成される第1の指示は第1の媒体アクセス制御制御要
素（MAC　CE）であり、そのため、ユーザ機器は、MAC　CE内の第1のセルの状況識別子に
従って、第1のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決定し、MAC　CE内
の第2のセルの状況識別子に従って、第2のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行
うことを決定する。
【０１７３】
　プロセッサ720はさらに、第1のセルのセルインデックスと第2のセルのセルインデック
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スの両方に付番することができ、そのため、ユーザ機器は、ビットマップ内のものであり
、MAC　CE内の第1のセルのセルインデックスに対応するビットに従って、第1のセルのア
クティブ化または非アクティブ化を行うことを決定し、ビットマップ内のものであり、MA
C　CE内の第2のセルのセルインデックスに対応するビットに従って、第2のセルのアクテ
ィブ化または非アクティブ化を行うことを決定する。
【０１７４】
　あるいは、プロセッサ720によって生成されるMAC　CEは、第1のセルのセルインデック
ス、第2のセルのセルインデックス、第1の基地局の基地局識別情報、および第2の基地局
の基地局識別情報をさらに含むことができ、そのため、ユーザ機器は、MAC　CE内のもの
である第1のセルのセルインデックス、第1の基地局の基地局識別情報、および第1のセル
の状況識別子に従って、第1のセルのアクティブ化または非アクティブ化を行うことを決
定し、MAC　CE内のものである第2のセルのセルインデックス、第2の基地局の基地局識別
情報、および第2のセルの状況識別子に従って、第2のセルのアクティブ化または非アクテ
ィブ化を行うことを決定する。
【０１７５】
　本発明の前述の実施形態から、UEが、マスタ基地局の第1のセルの状況変更を指示し、
またはセカンダリ基地局の第2のセルの状況変更を指示するのに使用される、マスタ基地
局によって送信される第1の指示を受信し、第1の指示に従って第1のセルもしくは第2のセ
ルのアクティブ化を行い、または第1の指示に従って第1のセルもしくは第2のセルの非ア
クティブ化を行うことが分かる。本発明の実施形態においては、マスタ基地局とセカンダ
リ基地局はどちらもUEにサービスし、キャリアアグリゲーションを行い、UEは、マスタ基
地局によって送信される、受信される第1の指示を用いて、UEにサービスする基地局に属
するサービングセルのアクティブ状態または非アクティブ状態を獲得することができ、そ
のため、すべてのサービングセル上でアクティブ化または非アクティブ化を行うことがで
きる。これにより、キャリアアグリゲーション時に複数の基地局に属するサービングセル
のアクティブ化または非アクティブ化の管理が実現される。
【０１７６】
　本発明の実施形態における技術は、必要な汎用ハードウェアプラットフォームにソフト
ウェアを加えたものによって実現することができることを当業者は明確に理解することが
できる。そうした理解に基づき、本発明の技術的解決策を本質的に、または先行技術に寄
与する部分を、ソフトウェア製品の形態で実現することができる。ソフトウェア製品は、
ROM／RAM、ハードディスク、光ディスクといった記憶媒体に記憶されており、（パーソナ
ルコンピュータ、サーバ、またはネットワークデバイスとすることができる）コンピュー
タデバイスに、本発明の実施形態または実施形態の一部に記載されている方法を実行する
よう命令するためのいくつかの命令を含む。
【０１７７】
　本明細書における実施形態はすべて累進的に記述されており、各実施形態における同じ
部分または類似した部分については、これらの実施形態を参照することができ、各実施形
態は他の実施形態との差異に焦点を当てている。特に、システム実施形態は、基本的には
、方法実施形態と同様であり、したがって、簡潔に記述されている。関連した部分につい
ては、方法実施形態における一部の記述を参照することができる。
【０１７８】
　以上の説明は、本発明の実施態様であり、本発明の保護範囲を限定するためのものでは
ない。本発明の原理を逸脱することなくなされるあらゆる改変、等価の置換、および改善
は、本発明の保護範囲内に含まれるものである。
【符号の説明】
【０１７９】
　　410　受信部
　　420　実行部
　　510　無線送受信機
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　　520　プロセッサ
　　610　生成部
　　620　送信部
　　710　送受信機
　　720　プロセッサ

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図２Ａ】
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【図２Ｂ】

【図２Ｃ】

【図３Ａ】

【図３Ｂ】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】
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